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	in Hokkaido
	Day1
	はじめまして慶祥高校
	in Hokkaido


	Day 2
	2日目は午前中に実験をし、午後からは室蘭にある日本製鉄所に行きました。実験は英語でもちろんやるから分からない単語とか多くて大変だったけど意外と雰囲気やジェスチャーで伝わるのでやりやすかった！夕ごはんは「わかさいも」で食べました！美味しかったです！
	室蘭　日本製鉄所
	2日目も濃い一日で楽しかった！新しい実験の英単語を覚えたり、文法は成り立ってないけどインドの友達と仲良く話せたりすることができて良かった！


	Day 3
	in Hokkaido
	午前中は浴衣体験👘と書道・茶道体験をしました！！浴衣はすごく喜んでくれて浴衣を着ながら校内を回りました。初めてなのにインドメンバーがみんな書道が上手すぎました🤯🤯
	ナンがオイシイ🍛🍛
	in Hokkaido


	Day 4
	4日目は午前中まで発表の準備をして午後からは皆の前で自分たちの研究の途中結果を発表した。前日の夜から原稿を覚えたり朝の電車も原稿を覚えたりでとにかく忙しかった。午前中は基本みんなで原稿覚えたり何回か通してみたりして練習をした。お昼は立命館慶祥高校の学食を食べさせてもらった。醤油ラーメンがめちゃくちゃ美味しかった！！
	午後の発表はもちろん全部英語だから覚えたとしても言葉がうまく出てこなかったり言葉が突っかかったり上手く言葉にできないこともあったけど1回も原稿を見ずに発表することができて嬉しかった最高でした！！
	夕食＆自由行動

	引率教員Mより
	　9月29日(火)〜10月4日(日)の6日間、本校の1年生2名が立命館慶祥高校主催の国際共同研究プログラムに参加し、北海道でのプログラムに臨んできました。
	　また今回、北海道外からの参加校は本校のみだったため、滞在先のホステルで生活を共にしたのは厚高とインドのD.A.V校の生徒たちだけでした。集合場所への送迎や行き帰りの移動をはじめ、朝から晩まで行動を共にする中で、本校の2人は積極的にインドの生徒たちをフォローし、大いに貢献してくれました。寝食を共にする中で言葉や文化の壁を乗り越え、友情を深めると同時に、一回りも二回りもたくましく成長したと感じています。

	　次はいよいよ、10月24日(土)～11月1日(日)の日程でインド現地を訪れ、共同研究の続きを行います。一歩深まった彼らの挑戦の様子は、また別の記事でお届けする予定です。どうぞお楽しみに！


